
 

 現状の水害リスク情報や取組状況の共有 
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 ① 情報伝達に関する事項 

 ② 被害軽減に関する事項 

 ③ 水害への備えに関する事項 

 過去の洪水被害、洪水被害の特徴、改修事業の経緯、堤防整備状況 

 （２）水害への取り組み状況 

 （１）現状の水害リスク情報 



 （１）現状の水害リスク情報 

 



○過去には、昭和22年9月洪水（カスリン台風）、昭和23年9月洪水（アイオン台風）等により甚大な浸水被害が発生。 
○近年では、狐禅寺地点の最高水位で戦後第3位を記録した平成14年7月洪水、明治橋上流で戦後最大の流域平均2日雨量 
 を記録した平成19年9月洪水、御所ダムで既往最大流入量を記録した平成25年8月洪水、及び四十四田ダムで既往最大  
 流入量を記録した平成25年9月洪水が挙げられる 

北上川における主要な洪水 
昭和22年9月（カスリン台風） 昭和23年9月（アイオン台風） 

死者・行方不明者242人、流出2,065戸、全半壊5,330戸 

平成14年7月（前線+台風6号） 平成19年9月（前線） 

死者2人、床上浸水242戸、床下浸水541戸 

平成25年8月（大気不安定） 平成25年9月（前線+台風） 

死者2人、全半壊108戸、床下床上浸水1,193戸 死者1人、全半壊79戸、床下床上浸水135戸 

 出典；1 岩手県災異年表、2 宮城県災害年表、3 北上川上流洪水記録、4 水
害統計、5 岩手県災害情報速報（岩手県総合防災室）6 不明 

死者1人、負傷者6人、床上浸水1,410戸、床下浸水2,022戸 

旧北上川 

江合川 

死者・行方不明者753人、流出1,440戸、全半壊2,678戸 

洪  水 原因 被害状況 

明治 43年 9月 前線 
■岩手県側:死者 5 人、負傷者 1 人、 

流失 102 戸、全半壊 98 戸、床上浸水 5,587 戸、床上浸水 2,325 戸※1 

昭和 22年 9月 
ｶｽﾘﾝ 
台風 

■岩手県側：死者・行方不明者 212 人､ 

流出 1,900 戸､全半壊 5,286 戸､床上床下浸水 37,868 戸※1 

■宮城県側：死者・行方不明者 30 人､ 

流出 165 戸､全半壊 44 戸､床上床下浸水 29,704 戸※2 

昭和 23年 9月 
ｱｲｵﾝ 
台風 

■岩手県側：死者・行方不明者 709 人､ 

流出 1,319 戸､全半壊 2,424 戸､床上床下浸水 28,972 戸※1 

■宮城県側：死者・行方不明者 44 人、 

流出 121 戸､全半壊 254 戸､床上床下浸水 33,611 戸※2 

昭和 56年 8月 台風 

■岩手県側：死者 3 人※3､ 

全半壊 29 戸､床上浸水 1,416 戸、床下浸水 965 戸※4 

■宮城県側：死者 2 人※2､ 

半壊 5 戸､床上浸水 91 戸､床下浸水 569 戸※4 

平成 2年 9月 台風 
■岩手県側：半壊 1 戸､床上浸水 90 戸、床下浸水 262 戸※4 

■宮城県側：死者 1 人※2､床下浸水 76 戸※4 

平成 10年 8月 
前線 
台風 

■岩手県側：全壊 3 戸、床上浸水 410 戸、床下浸水 271 戸※4 

■宮城県側：床上浸水 107 戸､床下浸水 279 戸※4 

平成 14年 7月 
前線 

＋台風 

■岩手県側：負傷者 6 人※5､ 

全半壊 9 戸､床上浸水 1,144 戸、床下浸水 990 戸※4 

■宮城県側：死者 1 人※2､ 

半壊 4 戸､床上浸水 266 戸、床下浸水 1,032 戸※4 

平成 19年 9月 前線 
■岩手県側：死者 2 人※5､床上浸水 241 戸、床下浸水 489 戸※4 

■宮城県側：床上浸水 1 戸、床下浸水 52 戸※4 

平成 25年 7月 低気圧 
■岩手県側：全半壊 2 戸、床下床上浸水 275 戸※5 

 

平成 25年 8月 
大気 

不安定 
■岩手県側:死者 2 人、 

全半壊 108 戸、床下床上浸水 1,193 戸※5 

平成 25年 9月 
前線 

＋台風 
■岩手県側:死者 1 人、 

全半壊 79 戸、床下床上浸水 135 戸※5 

 

過去の洪水被害（北上川上流） 水害リスク情報 
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【北上川の高低差と川幅の関係】 

 南北に長く東西に狭い地形であり、西の奥羽山脈、東の北上高地から支川が流入 

 一関遊水地周辺を境に勾配が変化し、県境まで川幅狭く勾配が緩い 

 狭窄区間ならびに狭窄区間上流で氾濫が常襲【貯留型の氾濫形態】 

 宮城県側は標高10m以下の低平地【拡散型の氾濫形態】 

【一関狭窄部の氾濫イメージ】 

地形的特性から 
氾濫する区域 

狭窄部 

水の流れ 

 
 

北上山地 

奥羽山系 

第三紀層 
火山岩類 古生層 

第四紀層 
火山岩類 

第四紀層 
火山砕屑岩 

第四紀層 
沖積層 

流域横断模式図 

 奥羽山系は第四紀層の火山性の地層 

 → 崩壊の危険性高く、土砂災害が懸念される 

 → 岩手・宮城内陸地震（H20年6月）でも多数の土
砂崩落が発生 

松川上流の崩壊地の状況 岩手・宮城内陸地震による土砂崩落 
（産女川上流） 

 1,000m 以上 
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四十四田ダム 
御所ダム 

田瀬ダム 湯田ダム 

鳴子ダム 

胆沢ダム 

 地理的特性から狭窄部上流に洪水常襲地帯が形成
され、上下流の洪水波形や氾濫形態が変化 

 狭窄部は避難路の確保が困難 

 洪水の長期化により、農作物等への被害も 拡大 
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平成１４年７月洪水の主要地点実績流量 

遊水地の効果等により下流の通過流量が減少 

→ 遊水地の効果等により下流の通過流量が減少 
→ 狐禅寺地点のはん濫注意水位超過継続時間 
   平成１４年７月洪水  ４５時間 
   平成１９年９月洪水  ５０時間 
→ 狭窄部上流と下流で洪水波形が変化 

洪水被害の特徴（北上川の地形特性） 水害リスク情報 

4 



追　 波　 湾

石　 巻　 湾

(蕪栗沼
　 遊水地)

(南谷地
　 遊水地)

一関
遊水地

松川 丹藤川

簗川

米内川

雫石川

中津川

乙部川

滝名川

岩
崎
川

葛丸川

瀬
川

彦
部
川

稗貫川

添市川

猿ヶ石川

豊
沢
川

飯豊川

北
上
川

北
上
川

和
賀
川

宿内川 広
瀬
川

人
首
川

伊手川

太田代川

胆沢川

白鳥
川

衣
川

磐井川
久保川

砂鉄川

千厩川

黄海川
金
流
川

二
股
川

迫
川

長
沼
川

一迫川

二迫川

三
迫
川

旧
迫

川田
尻
川

新江合川

江
合
川

旧
北
上
川

鳴瀬川

赤川

(花山ダム)

(小田ダム)

(長沼ダム)

(荒砥沢ダム)

鳴子ダム

(栗駒ダム)

四十四田
ダム

御所ダム

胆沢ダム

田瀬ダム

湯田ダム

(綱取ダム)

(簗川ダム)

(早池峰ダム)

(入畑ダム)

(遠野ダム)

(遠野第2ダム)

(化女沼ダム) 旧北上川
分流施設

北上大堰

狐禅寺

男山

明治橋

館坂橋

登米

和渕

荒雄

涌谷

河口

河口

明治43年の洪水を契機として、 
明治44年から直轄工事を開始。 

  ・柳津～追波湾間の河道の開削・拡幅 
・飯野川可動堰及び旧北上川への分流施設の設置。 
 

昭和22年、昭和23年の台風による甚大

な被害を受けて治水計画を見直し、整

備を推進。 
  ・昭和28年より「北上特定地域総合開発(ＫＶＡ事業)」とし

て、ダム群（石淵ダム、田瀬ダム、鳴子ダム、湯田ダム、四

十四田ダム、御所ダム）の建設を推進。 

  ・河川改修事業は、主要市街地の堤防整備等を優先する

とともに、昭和47年に一関遊水地の建設に着手。 

  ・江合川から鳴瀬川に分派させる新江合川を開削。 
 

近年では、一関遊水地の周囲堤完成に

より一関・平泉地域の市街地の浸水を

軽減。また、旧北上川分流施設の完成

により、旧北上川沿川の治水安全度が

向上。 

胆沢ダム 

流域図凡例  

  

 
北上川水系流域界 
国管理区間 
県境 
基準地点 
主要な地点 
既設ダム （ ）は補助ダム 

建設中ダム 
堰 
遊水地 

 

 

  

 
北上川水系流域界 
国管理区間 
県境 
基準地点 
主要な地点 
既設ダム （ ）は補助ダム 
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（ ）は県管理ダム

（ ）は県管理ダム

（ ）は県管理遊水地

湯田ダム 

鳴子ダム 

御所ダム 
四十四田ダム 

田瀬ダム 

平成19年9月洪水時の一関遊水地 

北上川・旧北上川分派地点 

新江合川分派地点 

北上川 

旧北上川 

脇谷水門 鴇波水門 
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江合川 新江合川 

これまでの北上川直轄河川改修事業の経緯 水害リスク情報 
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金ケ崎町～奥州市 
市街地堤防整備 
S23～H2 

花巻市～北上市 
市街地堤防整備 
S23～S57 

堤防整備状況図 
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砂鉄川河川災害復
旧等関連緊急事業 

  

砂鉄川床上浸水対
策特別緊急事業 

  

磐井川堤防  

花巻市～北上市 
市街地堤防整備 
S23～S57 

盛岡市～紫波町 
市街地堤防整備 
S23～S44 

盛岡左岸堤防 
  
簗川堤防 
  

手代森堤防 
  

乙部堤防 
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見前堤防 
  

堤防整備状況図 

水害リスク情報 現状の堤防整備状況 
北上川上流で堤防整備が必要な区間のうち、平成27年3月末現在で、完成堤防（高さや幅が満足している）の割

合は約50%、暫定堤防と無堤部の割合はそれぞれ約25％。 

50%

25%

25%
無堤

完成

暫定

北上川上流（支川を含む） 
【堤防整備率 H27.3末現在】 

［岩手県側］ 

45%

23%

31%
無堤

完成

暫定

［岩手県側］ 

北上川（支川を除く） 
【堤防整備率 H27.3末現在】 

水害リスク情報 
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 （２）水害への取り組み状況 
①情報伝達に関する事項 

 



国土交通省 『川の防災情報』 情報伝達 
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○ 国土交通省では、『水防災意識社会 再構築ビジョン』のもと、全国の河川の水位等の情報をリアルタイムで提 
 供する『川の防災情報』について、河川沿いのカメラ映像の表示機能などを追加し、リニューアルを実施。 
○ 新たに、スマートフォン用のサイトを開設し、住民の方々が自ら氾濫の危険性を知り、的確な避難行動などに 
 役立つように、新しい『川の防災情報』を提供。 
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避難 

○岩手河川国道事務所ホームページで、リアルタイム情報として「水位・雨量」及び「主要地点のカメラ（静止画）
情報」を提供。 

河川水位等の情報提供（岩手河川国道ホームページ） 

水位 

雨量 

ＣＣＴＶ 北上川のリアルタイム情報 

情報伝達 



○河川水位、雨量等のリアルタイム情報は、データ放送やメール配信等を活用し情報提供。 

10 

チャンネルをNHK総合にする。 

現在ご覧になっている 
NHK総合の放送画面 

北上川流域水災害お知らせメール 

河川水位等の情報提供（地デジデータ放送、メール配信） 情報伝達 

TVによる情報提供 

 メール配信サービスは、北上川流域内の川の水位が上昇し、洪水のおそれがあるときに、水
位や雨量などの情報を登録いただいた方へお知らせするものです（H22.3.12運用開始）。 
 配信する情報は、国土交通省（岩手河川国道事務所、北上川下流河川事務所、北上川ダム統
合管理事務所）や岩手県・宮城県が管理する北上川流域内の水位観測所67箇所（岩手県 46箇所、
宮城県 21箇所）および雨量観測所154箇所（岩手県 103箇所、宮城県51箇所）の中から、登録し
た地域周辺の観測所の情報です。 



 国や県は、洪水時において、予め定められた「基準水位観測所」における水位の情報を提供。  
  基準水位観測所毎に、災害発生の危険度に応じた基準水位を設定。 

基準水位観測所における設定水位の意味 
（危険な箇所で設定した以下の水位を、基準水位観測所地点の水位に置き換えて設定） 

【氾濫注意水位】 
・はん濫の発生に対する注意を求める段階 

【避難判断水位】 
・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安 

・住民の氾濫に関する情報への注意喚起  

【氾濫危険水位】 （特別警戒水位） 
・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安 

・住民の避難判断の参考になる水位 

氾濫注意水位 

氾濫危険水位 

氾濫の発生 

避難判断水位 

水位など レベル 
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（特別警戒水位） 

（警戒水位） 

○指定河川洪水予報（基準水位観測所における設定水位） 

洪水時における河川事務所からの情報提供 
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情報伝達 



洪水時における河川事務所からの情報提供 

避難判断水位 

はん濫危険水位 

はん濫注意水位 

一定時間後には
ん濫危険水位到

達を予測 

時間の流れ 

水位 

はん濫 
発生 

氾濫注意情報 氾濫警戒情報 氾濫危険情報 氾濫発生情報 
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 水防法第１０条に基づき、基準水位に到達するおそれがある場合など、水位の状況に応じて 
  河川管理者と気象庁長官は共同で指定河川洪水予報を実施。 

○指定河川洪水予報 

情報伝達 



水防団出動水位 

水防団準備水位 

時間の流れ 

水位 

水防警報（準備） 

 水防法第１６条に基づき、河川管理者は水位の状況に応じて、水防を行う必要がある旨を警告す
る水防警報を発表。 

水防警報（出動） 

○指定河川水防警報 

洪水時における河川事務所からの情報提供 
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情報伝達 



 （２）水害への取り組み状況 
②被害軽減に関する事項 

 



重 要 水 防 箇 所 被害軽減 
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○ 堤防の高さや幅、過去の漏水実績などから、水防上特に注意を要する区間を定め、重点的に巡視が必要な箇 
  所を重要水防箇所として指定。 
○ 毎年、現地立会の上、県、市町村、水防団等に周知を図るとともに、岩手河川国道事務所ホームページで公表。 

重要水防箇所の基準例 



重要水防箇所図の例（一関地区） 

凡 例 
重要度Ａ 
重要度Ｂ 
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重 要 水 防 箇 所 被害軽減 
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河川の巡視・水防備蓄資材の点検等 
○洪水時の被害軽減のため、関連機関と連携し水防活動への支援強化、訓練等を通じ、災害に備えています。 
○水防団等河川管理者間で「河川水位状況」や「資機材」の保有状況等の情報共有を進める必要がある。」 

重要水防箇所等の合同点検 

洪水予報・水防連絡会 洪水対応演習の実施 

災害に備えた水防訓練の実施 

出水時に備え、北上川流域の沿川市町村、県
防災エキスパート、国などが参加し、洪水が
発生した際の情報伝達訓練を行っています。 

洪水対応演習の状況(平成27年5月） 

毎年出水期前に、関係機関等と合同で、重要水防箇所の巡視や水防備蓄資材の
点検を実施しながら意見交換を行い、災害の発生に備えています。 

合同点検の状況(平成27年5月） 

総会の状況(平成27年4月） 

水害の防止、軽減を図るため水害に関する
連絡・調整を関係機関と行い、連携を強化
しています。 

洪水災害が起きた際には、円滑な水防活動が
出来るよう、日常から洪水時の役割の確認や
水防訓練を実施しています。 

総合水防演習の状況(平成27年5月） 

月の輪工 

シート張工 

被害軽減 



排水施設、排水資機材の操作・運用 被害軽減 

 

  

流域図凡例 
北上川水系流域界 
国管理区間 
県境 
基準地点 
主要な地点 
既設ダム （ ）は補助ダム 

建設中ダム 
堰 
遊水地 

 

 

  

流域図凡例 
北上川水系流域界 
国管理区間 
県境 
基準地点 
主要な地点 
既設ダム （ ）は補助ダム 

建設中ダム 
堰 
遊水地 

 

（ ）は県管理ダム

（ ）は県管理ダム

（ ）は県管理遊水地

ＰＰ

ＰＰ

ＰＰ ×1 

排水機場 

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車×台数 

ＰＰ

ＰＰ

ＰＰ
ＰＰ

ＰＰ

ＰＰ ×2 

ＰＰ ×1 

ＰＰ ×1 
ＰＰ ×2 

ＰＰ ×1 

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策用機械は、平常時から保守点検を行うとともに、機械を扱う職員等 
 の訓練を行うなど非常時における出動体制を確保。 

管内 排水設備・災害対策用機械 

排水ポンプ車の設置訓練状況 

排水ポンプ車の設置訓練状況 

＜ 災害対策車一覧 ＞ H28.4時点 

機械名 機械番号 規格 保管場所

排水ポンプ車 25-4251 30m3/min 水中 石鳥谷水辺プラザ

排水ポンプ車 25-4255 30m3/min 水中 高揚程 石鳥谷水辺プラザ

照明車 20-4282 2KW×6灯 屈折 花巻防災ステーション

排水ポンプ車 25-4254 30m3/min 水中 高揚程 水沢水辺プラザ

照明車 11-4281 2KW×6灯 伸縮ﾎﾟｰﾙ 水沢水辺プラザ

排水ポンプ車 10-4242 30m3/min 水中 川崎防災ステーション

排水ポンプ車 10-4263 60m3/min 水中 川崎防災ステーション

排水ポンプ車 12-4240 60m3/min 水中 平泉排水機場

排水ポンプ車 22-4280 30m3/min 水中 高揚程 一関出張所

遠隔操縦式
バックホウ

A-C2101 0.5m3 遠隔操縦式 一関出張所

対策本部車 10-4280 拡幅型 盛岡西国道維持出張所

待機支援車 19-4280 バス型 盛岡西国道維持出張所

衛星通信車 A-C2501 衛星通信装置付 盛岡西国道維持出張所

照明車 10-1280 2KW×6灯 屈折 盛岡西国道維持出張所

土のう造成機 62-4065 280袋/h 橋場防災ステーション

発動発電機 A-C1603 20KVA 橋場防災ステーション

後川救急内水排水施設 
Φ700mm 1.0m3/s×10台 

広瀬川救急内水排水施設 
Φ700mm 1.0m3/s×6台 

大曲川救急内水排水施設 
Φ700mm 1.0m3/s×4台 

平泉排水機場 
Φ700mm 1.0m3/s×5台 

前堀排水機場 
Φ700mm 1.0m3/s×7台 

吸川救急内水排水施設 
Φ700mm 1.0m3/s×7台 
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洪水時のダム連携の事例 被害軽減 

19 

御所ダムと四十四田ダムの連携効果(平成25年8月9日低気圧) 

○御所ダムでは最大２，５４８ m3／秒を、四十四田ダムでは３１７ m3／秒の洪水を貯留し、下流水位の低減を図った。 
  【約３２２３万ｍ3（東京ドーム約 ２６ 杯分、岩手県庁約 ３８０ 杯分）の水をダム湖に貯留】 
○盛岡市の雫石川合流点付近では、避難判断水位以下の水位だったが、ダムが無ければ約４．０ｍ水位が上昇し、盛岡市街地の  
 各地点ではん濫する危険性があったと推測され、河川堤防とダムの整備により、洪水被害を防ぐことができた。   

※ダムから約 11㎞下流 

御所ダム位置図 

御所ダム（岩手県盛岡市） 

岩
手
県 四十四田ダム 

（岩手県盛岡市） 

雫石川合流地点 

ダム堤体上流を望む 
（撮影日時：8/9 16:00 最高貯水位 EL180.72 m） 

洪水時最高水位 182.00m 

あと1.28ｍ 

御所ダム貯水池の状況 

御所ダム防災操作状況 

19 



 （２）水害への取り組み状況 
③水害への備えに関する事項 

 



浸水想定区域図と洪水ハザードマップ 

○北上川水系の北上川等で堤防が決壊した際の氾濫状況を浸水想定区域図として、岩手河川国道事務所
ホームページで公表。 

浸水想定区域図（磐井川） 

「浸水想定区域図」 
・浸水範囲 
・浸水深 

河川管理者が作成し 
市町村へ通知 

洪水ハザードマップ（市町村作成） 

市町村が作成し 
住民へ配布 

「ハザードマップ」 
・避難所の場所 
・避難所の連絡先 
・避難ルート 
・要配慮者施設などを追加 

21 

水害への備え 

河川別の公表状況
指定年月日 河川

H14.6.28 　　　北上川

H17.12.27 　　　雫石川、中津川、磐井川

H21.3.9 　　　砂鉄川

H22.3.30 　　　豊沢川、和賀川、胆沢川

H23.1.19 　　　猿ヶ石川 、人首川

H26.10.9 　　　雫石川



北上川水系（岩手県）洪水はん濫シミュレーション 

堤防が決壊する場所を選択 

http://www.thr.mlit.go.jp/iwate/bousai/sonae/kitakamigawa_jouryuu_new/index.html 

 堤防が決壊した場合の洪水はん濫シミュレーションをホームページで公表。 
 堤防が決壊する場所を選択し、氾濫の広がり方を時系列で確認できる。 

水害への備え 

22 



避難勧告等の発令基準（洪水タイムライン） 
『タイムライン』：「いつ・誰が・何をするか」という防災行動を時系列で１枚に整理 

23 

水害への備え 



      防災知識の普及、まるごとまちごとハザードマップ 

出前講座 まるごとまちごとハザードマップ 

水害への備え 

平成２７年１０月 
 花巻市石鳥谷中学校での出前講座 

平成２８年 ２月 
 一関地域自主防災組織連絡協議会での出前講座 

24 

＜道の駅かわさきの設置事例＞ 
設置年月：平成20年9月 
標示内容： 
   S22カスリン台風洪水位、S23アイオン台風洪水位 
   H10洪水位、H14洪水位、H19洪水位 
 メッセージボード 

設置状況 

洪水位標示 

洪水位標示 メッセージボード 
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